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～新入生２２名を迎え、令和８年度川崎中学校の幕開けです～ 

 

 ４月４日（金）、いよいよ川崎中学校の新年度が始まりました。この日はまず、新しく転入された先生方の紹介式が行われま

した。紹介式では、生徒会副会長 阿部 翌 さんから、次のような温かい歓迎の言葉をいただきました。 

 

 

 続いての始業式では、生徒会議長 髙橋 浬さんから、新年度に向けた在校生の決意が語られました。 

 

 続く始業式では、生徒会執行委員 小野寺 美結 さんから、新年度に向けた決意の言葉が述べられました。 

 

 

 

 

 

 そして入学式。緊張した面持ちで入場する新入生。まだ着慣れない制服に身を包み、呼名に対してしっかり返事をしました。

そんな新入生に対し、生徒会長 小野寺 爽馬 さんから、歓迎の言葉が贈られました。 

 

 

 

 

 

 

 最後に、新入生代表の 及川 凜 さんから、誓いの言葉が述べられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月４日に行われた紹介式、始業式、入学式のいずれも、これからの期待に満ちた、温かく素晴らしい式でした。この始ま

りの日に抱いた気持ちを忘れることなく、前を向いてしっかりと歩んでいってほしいと願っています。それぞれの熱い思い、

そして凛とした眼差しと姿勢でスタートした令和８年度川崎中学校。これからどうぞ、よろしくお願いいたします。 

 生徒一同、先生方がいらっしゃるのをとても楽しみにしていました。川崎中学校の生徒は笑顔が素敵な人がいっぱい

です。学年を越えて仲が良いのが特徴です。日常生活では、明るい挨拶や無私語清掃を意識して、より良い毎日になる

よう日々努力しています。これから一緒に楽しい毎日を過ごしましょう。よろしくお願いします。 

 中学校生活に夢や希望を抱き、一方で緊張感や不安もあると思います。それは、仲間と共に心をひとつにして学校行

事に熱心に取り組んだり、仲間と共に時を過ごしたりする中で解消されます。だから安心してください。小学校と中学

校の違いはたくさんありますが、一番の違いは「自分で考えて判断し、行動する場面が多くなること」です。学年・性

別を超えた仲の良さと仲間意識を大切にして、私たちと一緒に充実した中学校生活を送りましょう。今日から皆さんも、

川崎中学校の仲間です。共に川崎中学校の伝統と文化を築いていきましょう。 

 これから中学校生活において力を尽くしていきたいことが３つあります。 

 ひとつは、学習です。中学校では教科ごとに先生がかわり、学習内容は小学校の時よりも専門的になります。積極的

に先生に質問し、確実に自分のものとして定着させることで、苦手を克服していきたいです。 

 ふたつ目は、学校生活です。小学校の時には、周囲に流されることもありました。中学校ではしっかり物事を判断し、

責任を持って行動することを心掛けます。自ら考え行動する主体的な生活態度を身に付けたいです。 

 みっつ目は、地域の方々との交流です。、中学校では花火大会や Eボート大会など、地域の行事に参加すると聞いてい

ます。積極的に参加し、地域の方々との絆を深め、大好きな川崎の町を盛り上げていきたいです。 

 大きな夢と希望を胸に抱き、一日一日を大切にして、充実した学校生活を送ることをここに誓います。 

これから始まる期待や不安な気持ちもありますが、やりがいや楽しみを見つけて、失敗を恐れず、前向きに挑戦してい

きたいです。特にも、「学習」、「人と交流する時間を大切にすること」、「しっかり自分の意見を発言すること」を頑張り

たいです。川中生として誇りと責任を持ち、川崎中学校の名を一層輝かせるよう努力することを誓います。 

 私たちは上級学年に進級し、後輩を迎えます。毎日を大切にしながら、いつでも意識を高く持ち、生活していきます。

自分たちで創り上げる達成感、より良いものを目指した考え方や姿勢を大事にしていきたいです。具体的には、挨拶や

清掃を大切にして、当たり前の充実とレベルアップにつなげていきます。そして、「主体的に行動する」ことを大切にし

ます。私たちなら絶対に出来る。そう信じて、この１年を過ごしていきましょう。 


